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一
八
'
'

(

四
六
ニ)

負
担
。
以
上
に
要
約
で
き
る
が
、
.こ
れ
.と
関
連
し
<
は
、
§

^

pp. 

7

2

i

w
を
参
照
。
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Iv(

l)
.別
に
げ
&

>

泫
5.
ゅ
.と
%.
呼
ば
れ
た
。
 

r

-N
2

V
列
え
ば
ア
ブ
ラ
ン
ビ
ル
村
の
場
合
だ
が
、.
一
六
八
八
年
に
タ
ィ
ユ
の
負
担
者
五
三
の
ぅ
ち
、
ラ
ソ
ト
を
支
払
ぅ

-±
地
を
引
受
け
て
い
る
者
三
六
、
ぅ
ち
一 

四
は
農
業
の
た
め
も
•っ
ば
ら
ラ
ン
ト
負
担
の
土
地
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
.

V
e
n
a
r
d
,

 

Ibid., 

P. 

7
4

に
注
意
。

.(

3)

ラ
ン
ト
の
取
得
者
の
な
か
で
パ
リ
在
住
の
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
を
か
く
位
置
づ
け
る
こ
と
に
関
し
て
.は
、
！bid., 

P. 

7
4

を
参
看
。

(

4)

例
え
ば
ブ
ル
ド
ン-

デ
ダ
リ
•ュ
家
だ
が
、

ア
ブ
ラ
ソ
ビ
ル
村
に
持
つ
フ
ヱ
ル
ム
を
買
却
し
て
後
も
村
内
に
多
く
の
ラ
ン
ト
を
確
保
し
て
い
た
。
同
家
は
単 

に
ラ
ン
ト
の
取
得
者
と
し
て
地
主
に
.甘
ん
じ
た
.
。

！
b
i
d

r.
-
p
.
. 

7
4

 

,に
注
意
。
-

'

へ
5)

テ
ィ
エ
村
に
お
い
て
は
葡
萄
畠
î
c
)
«貸
に
際
し
ラ
ン
ト
に
よ
る
場
合
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
た
。
J

îx
p
♦ 74

•
ア
ブ
ラ
ン
ビ
ル
村
で
は
葡
萄
畠
の
賃 

貸
に
際
し
多
く
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
い
た
。.Ibid., 

p, 

75.. 

'

(

6

) 

Ibid., 

p. 

7
3

に
注
意
。
ラ
ン
ト
負
担
の
土
地
.を
彼
は
抵
当
と
し
て
差
入
れ
て
し
ま
っ
た
.財
'衰
と
考
え
た
0

(

7)

一
 

六
四
四
年
に
ニ
3
リ
ー
ブ
ル
の
ラ
ン
ト
で
賃
借
し
た
半
ア
ル
パ
ン
の
葡
萄
畠
が
直
営
で
き
ず
、
.な
お
か
つ
滞
納
金
の
支
払
も
不
能
に
陥
い
っ
た
の
で
、
.
 

.一
六
九
四
年
に
は
返
還
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
s

cu
.
, pp. 

7
3
〜
74. 

' 

'

(

8)

一
 

六
九
三
年
三
月
に
地
主
は
九
リ

ー

ブ

ル

のラ
ン
ト
で
手
放
し
た
葡
萄
畠
の
返
還
を
受
け
た
。
し
か
し
彼
は
.そ
れ
を
四
月
以
降
に
今
度
は
ニ
〇
リ
ー
ブ
ル 

の
ラ
ン
ト
で
賃
貸
に
出
し
た
。Ibid., 

P. 

7
4

に
注
意
。

.
(

9)

マ
リ 
'

ル
•.ジ
ュ
ー
ジ
ユ
は
葡
萄
畠
の
賃
貸
に
あ
た
り
、
.ラ
ン
ト
と
し
て
白
葡
萄
酒
を
要
求
し
た
。Ibi

d
v
p
.

 

7
4
.、

一
 

六
九
四
年
ク
口 

ー

ド

•
ロ
シ
ョ
ン 

は
葡
萄
畠
の
賃
貸
に
際
し
，
葡
萄
酒
の
価
格
が

1
ミ
ュ
ィ
に
つ
き
三
〇
リ
ー
ブ
ル
相
当
か
そ
れ
以
下
の
時
、
ラ
.ン
ト
を
オ
ル
レ
ア
ン
の
半
樽
に
ニ
つ
、
ま
た
三 

〇

リー

ブ
ル
を
上
廻
っ
た
時
、

一
ミ
ュ
ィ
と
し
た
。Ibid., 

p. 

7
5

を
参
看
。

(

10)

一
六
七
七
年
ク
レ
マ
ン
•
ブ
シ
ヱー

ル
は
全
耕
地
を
フ
ェ
ル
ム
に
紘
合
し
た
が
、
葡
萄
畠
ニ
は
ラ
ン
ト
を
召
上
げ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
た
。Ibid., P. 75

に
注
意
。

研究ノ一 卜

所
謂
立
地
型
の
識
別
に
つ
い
て

(

続)

.
:

高

橋

潤

ニ 

0

1

、
立

地

型

の

判

別
.

基
本
：

S
：

な
空
間
的
分
布
の
パ
タ
ー
ン
、
即
ち
、
こ
こ
で
.い
ぅ
立
他
邊
に
ま
、
 

矩
形
分
布
、

ラ
ン
ダ
ム
分
布
そ
し
て
集
塊
分
布
の
三
型
が
あ
る
が
、
対
象
と
な 

る
立
地
型
が
、
こ
れ
ら
三
型
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
識
別
判
定
す
る
上
で
の
一 

つ
の
i

と
し
て
分
散
、
平
均
比
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
既
I

ベ
パ)

。
こ
れ
. 

は
、
い

ぅ

ま

で

も

な

く

、

ラ
ン
ダ
ム
分
布
.の

理

論

型(

モ
デ
ル)

で
あ
る 

P
o
i
s
s
o
n

分
布
に
於
て
、

分
散
と
平
均
値
が
一
致
す
る
こ
と
に
着
目
し
、

a

 

=
1

を
ラ
ン
ダ
ム
分
布
、，
^
/
^
<
1
を
定
形
分
布
、

そ

し

て

暴

一

を
集
塊 

分
布
の
判
定
規
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
.指
標
は
、c

i
a
p
h
a
m

 

(

一
 
九一一一

?

に
よ
っ
て
相
対
分
散(relative Variance)

、Bl
a
c
k
m
a
n

 .(一

九
四 
ニ)

に 

よ
っ
て
分
散
係
数

：

(coefacient of dispersion). 、

又
、

_

*§
ニ
九
五
ニ)

こ 

よ
っ
て
離
隔
係
数(

d
i
l
e
n
c
e

 

1

1

)

と
夫
々
こ
と
な
っ
た
名
称
を
附 

与
さ
れ
て

U
る
が
.
.特

に

倉

は

、
.こ
れ
をp

o
i
s
s
o
n

分
布
か
ら
の
隔
り
の 

測
度
を
示
す
も
の
と
し
て
離
隔
係
数
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
^ 2)

。

対
象
分
布
の
判
定
が
全
数
調
査
に
よ
る
場
合
、
こ
の
分
散
、
平

均

比

が

屢 

所
謂
立
地
型
の
識
別
に
つ
い
て(

続)

の
判
定
肇
に
办
る
が

'、
標
本
調
査
に
ょ
る
場
合
、
こ
れ
ら
統
計
値
は
.標
本
と 

と
も
に
変
動
し
、
た
と
え
対
象
分
布
が
ポ
ア
ッ
ン
型
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
C0
7
HI 

=
1

を
常
に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
.と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
'1 

常
の
統
計
学
的
方
法
に
ょ
る

S
VHI
勝1

の
有
意
性
検
定
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な 

い
。
ポ
ア
ソ
ン
分
布
の
適
合
度
検
定
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
.
^
検
定
が
適
用 

出
来
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通

.り
で
あ
る
が
、

>

l

i
や

o
a
v
i
d

 a
n
d

 

M
o
o
r
e

は

ポ

ア

ソ

ン

型

の

g2
Hr
が
、
近
似
的
に
自
由
度
1

2

の

^

分 

布
を
す
る
と
い
ぅF

i

lnh
e
r

の
説
に
着
目
し
て
、

K*
lr(

s
v
&
x

(

w 
丨1)

な

る
式
を
％

検
定
す
る
方
法
を
提
案
し
て
'
i
y

)

。

更
に
、
鳥
居
は
上
式
を
書 

き
か
え
て
、

.

s

/HJ
"

^(

％
丨1

)
"
F
0

... 

d
f
m
l
l
,

n 

8

と
し

.
s
v«l
:が
近
似
的
に
自
由
度7

J
I
1
,

8

の
P
分
布
を
す
る
こ
と
.か
ら
-

S
VHI
服1

.の
有
意
性
を
か
検
定
す
る
こ
と
.を
提
案
レ
卜
。
.
.
.

即
ち
、
H

に
ょ
れ
ば
、

ポ

ア

ソ

シ

分

布

のp
d
e
x

o
f
 dispersion,

■ 

'

. 

■ 

- 

...
 

.
 

. '

.■

1

九 

s

^

e



K»
1r
M

«

lHI)

v
«.
l

:

«.
“

M
«
/
n

■:
 

s 

■ 

/ 

..'

は
近
似
的
に
自

ri
n
度

.み
=
さ
丨
1
.
■
の

A5
分
布
を
す

^
。
即
ち
、

>(

5
究

=(
|

^

、

”
1

2
^(

-|-)

良 

S
 

* 

= 

3
1
1 

こ
れ
は
一
つ
.

の
厂
分
^

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
自
由
度
fc

の
p

分
部
を
す
る
変
量 

を
そ
の
自
曲
度
で
除
し
た
も
の
は
、.
自

由
度
F

8

)

，
の
ぞ
分
布.を
す
' 2

>
と
い 

ぅ
_

実
に
も
と
づ
.
い
て
、...........M

«

l

s

v

^
—

1)

，
 

f

0

4(

1

1

t

-

^

——

n―

.

―
I

と
お
け
ば
、

F0
は
自
由
度s

l
=
w
—
l, 

W2 =

 8
の
卩
分
布
を
寸
る
こ
と
に
な

こ

こ

で&>
«

=

|̂?
|
«|)

ぐ
9'—

1)

と
す
れ
は
、

F
0
=
^
/
(

さ—
1
)

=
S
V
HI 

と
な
る
~ 

'

周
知
の
ょ
ぅ
に
、
わ
れ
わ
れ
の
対
.象
と
す
る
社
会
経
済
的
な
立
地
単
位(

人 

ロ
、
工
場
、
都
市
等)

、
.の
立
地
型
は
.一
..般
に
何
ら
が
..の
が
た
ち
で
集
塊
分
布
を
な 

す
も
.の
で
あ
り
、
ラ
ン
ダ
.ム
分
布
や
定
形
分
布
か
ら
あ
る
程
度
の
へ
だ
た
り
を

■ 

ニ
〇

(

四
六
四)

示
し
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
は
そ
れ
自
体 

が
対
象
分
布
の
.パ
タ
ー
ン
を
記
述
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

一
つ
の
帰
無
仮
説 

'と
，し
.て
の
意
義
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
即
ち
'
集
塊
分
布
の
あ
て
は
め
に
先
立 

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
、.
ポ
ア
ソ
ン
分
布
を
一
つ
の
帰
無
仮
説
と
し
て
設
定 

.し
、
こ
の
有
意
性
を
検
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
分
布
の
非
ポ
ア
ソ
ン
性 

を
知
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
基
本
的
な
計
測
過
程
は
以
下
の
通
り
で
あ 

る
。

■

一

.適
当
な
標
本
設
計
に
よ
っ
て
標
本
採
集
を
行
な
う
。

.

.ニ
得
ら
れ
た
デ

|
タ

ー

か

ら

平

均..
0;
と
不
偏
分
散
.82
と
を
求
め
、
CO
V
HI 

"
F
C

を
算
定
す
る
。

•
.三
.
S
VHI
/V
1
-
.
の
有
意
性
を
F
検
定
に
よ
.っ
て
判
定
す
る
。

.四

SV
HI
A/
1
が
非
有
意
な
ら
ば
ポ
ア
ソ
ン
皿
。

备

A V
1

が
有
意
な
ら
ば 

非
ポ
.T-
ソ
ン
型
と
判
定
す
る
。

. 

以
上
、
%
が
ポ
ア
ソ
ン
、
非
ポ
ア
ソ
ン
型
の
判
定
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
る 

こ
と
を
述
べ
‘た
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
2̂
が

1
よ
り
大
で
あ
る
か
、
小
で
あ
る
か
は 

確
率
分
布
と
の
関
係
で
ど
の
よ
.う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。student 

は
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。

い
ま
、
あ
る
立
地
平
面
に
11
個
の
立
地
単
位
が
ラ
ン
ダ
ム
に
分
布
し
て
お
り
、
 

そ
の
単
位
面
積
当
り
立
地
確
率
を
P
と
す
る
"(

非
立
地
確
率
は
a
H
T
P

)

こ
の 

場
合
、
単
位
面
積
内
にr

=
0
,
1
,
2
…

…

個
発
見
さ
れ
る

確
率
は
既
に
述
べ
た 

よ
う
に
、(

^
^
g
?

、

で
あ
た
え
ら
れ
る
。

.こ
の
二
項
分
布
の
特
性
値
は
、
 

夫

々
*f
c
=

*̂?

°l,=71/pq 
で
あ
り
、
の 

^

3
?
=
1
|
^
/

?=
さ
卩PIP'.

る
r

l

3

(

#

 

M 

T

V

)

A

f

x
d t
}

で
二
項
式

0
?
+乜
”
の

性

格

は

パ
と

0-
2
と
で
完
全
に
決
ま
っ
て
し
ま
う
。.
即 

ち
、§

>
1

な
ら
ば
、
x

o
 n<

0

で
、
二
項
式
は

J

7

と
な
り
、
 

こ
れ
は
後
述
す
る
確

率

分

布

負

の

一

一.

項

分

布

の

原

型

であ
る
。Q

2
J
7
1

で
太 

P
が
有
限
な
ら
ば
ョ
-

>

8で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ

-\
1
€ 

ア
ソ
ン
.ノ
刀
ゎ
を
導
く 

u
l
. 

^
v
o 

^

v

o

で
、(

心
+
せ)

ァ
は
ー
般
の
ニ
項 

式
で
あ
り
、
上
述
の
よ
う
な
正
の
二
項
分
布
が
導
か
れ
る
。

結
局
、
.パ
と
ゲ
の
大
小
関
係
が
、

各
確
率
分
布
を
導
く
重
要
な
岐
点
と 

な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
の
場
合
、.
と
の
両
者
が
等
し
い
こ
と 

d

)

は
周
知
の
.こ
と
で
'あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
の
発
生
機 

枕
に
於
け
る
諸
前
提
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
の
事
倩
を
知
ろ
う 

と
ず
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

ポ
ア
ソ
/ン
型
の
確
率
模
型
の
前
提
は
、
立
地
確
率
が
、
 

o 

す
べ
て
の
個
体
、

1

6 

.

ず
べ
て
の
単
位
域
に
つ
い
て
一
定
。

⑵

相
互
に
独
立
で
あ
る
。

'

⑶

十
分
に
小
さ
い
。

の
三
つ
で
あ
る
が
"
い
ま
、S

i
n

t

に
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
三
条
件
を
外 

し
た
場
合
の
発
生
機
I

考
え
、
夫
々
に
つ
い
て

さ

の
動
向
を
考
察
し
、

と
の
よ
う
な
確
率
么
布
が
期
待
さ
れ
る
か

を

み

て

'^
る
と
、
そ
.れ
は

次

0
四

.
型
 

に
大
別
さ
れ
る
。

(

A)

前

提

⑴

の
除
外
、
即
ち
、
立
地
確
率
が
各
単
位
に
つ
い
て
夫 

々
と
と
な
.る
場
合
、

.外
が
十
分
に
小
さ
い
時
は

%一J

と
な
り
、

ポ

ア
ン
分
布
が
期
待
さ
れ
る
。

(

B)

人
の
も
と
で
、
.い
く
つ
か
め
が
が
大
き
い
場
合
、
c»

2
y*t
5
A

Jと
な
り
、

所
翌
地
犁
の
識
別
に
つ
い
て

8

正
の
二
項
分
布
が
期
待
さ
れ
る
。

C)

前

提

の

除

外

、
立
地
確
率
扒
は
各
個
体
に
つ
い
て
夫

々
.相
違
し
、
各
単
位
域
に
つ
い
て
も
こ
と
な
る
o

^
、、

.)

場
合
、

q

s

v

lと
な
り
、
負
の
ニ
項
分
布
が
期
#'
さ
れ
る
0

(

D)

前
提

2
の
除
外
、
即
ち
、
各
立
地
試
行
が
相
互
に
非
独
立
的
で
あ
る 

場
合
、

、

(

D—

1)

'
あ

る

立

地

事

象

が

、
.
同

一

の

立

地

事

象

の

生

起

す

る

確

率

を 

促

進

さ

せ

る

場

合''
即

ち

、

あ

る

単

位

域

べ

め

あ

る

個

本

の

立

地

^
,
、 

fL
の
個
体
の
同
一
域
べ
の
立
地
を
誘
引
促
進
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
場 

合
、
气
/
/
0
>
1
と
な
り
、
負
の
ニ
項
分
布
、

(

P—

2)

逆
に
、
' こ
れ
を
排
除
な
い
し
阻
止
す
る
可
能
性
が
あ
る
場 

合
、a

<
l

と

な

り

、

正

の

二

項

分

布

が

夫

々

期

待

さ

^

^

。

鳥
居
は
、
こ
の
分
析
を
昆
虫
集
団
の
場
所
的
分
布
に
つ
い
て
あ
て
は
め
て
、
 

(

A)

を

「

機
会
的
分
布」

(

B)

を

「

機
会
的
分
布
の
中
に
多
少
集
中
的
な
小
班 

状
部
が
散
在
す
る」

も
の
、(

C)

を「

強
度
の
班
状
構
造
又
は
傾
斜
構
造
或
は
集 

中
群
の
偏
在
様
式」

等

^.
も
つ
パ
タ
ー
ン
に
、
更
に
、
.(

D—

1)

を

「

特
殊
の 

.連
関

的(
a
s
s
l
i
l
l
)

^
|
-

)

分
布
、

0
丨
2)

を

「

相
互
排
他
的
な
排
列
構 

造」

*
.に
夫
々
充
当
す
る
と
述
べ
、
こ
れ
ら
に
も
と
.づ
い
て
、

.

S
VH1
V

1
の

場

合

負

の-:
項

分

布
 

S
V
^
-
K
L

 

"

.

，ボ
ア
ソ
ン
分
布 

S
V«I
<

1

"

正
の
ゴ
項
分
布 

と
-
Vぅ
#
定̂
規
準
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
準
が
^

\
わ

1
の」

上 

地

型

の

三

類

型

、
：
定

形

分

布

、
ラ
ン

.ダ
ム
分
布
、集
塊
分
布
を
判
定
震
す
る
に

ニ
ー 

S
六
五)

.

■



用
い
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
*
.
前
二
者
に
つ
い
て
，は
既
に
概
説
.し
た 

か
ら
、
こ
こ
で
は
、
.：
S
VHI
V

1
が
有
意
で
あ
る
場
合
、
ど
の
ょ
う
な
確
率
模
型 

が
適
用
さ
.れ
る
か
を
逝
べ
.、
前
稿
の
補
足
を
試
み
た
い
f

,

::
-■! r

,
集

，.
塊

分

' 

布

.さ
て
、

い
ま
ま
で
繰
返
し
述
べ
た
ょ
う
に
、
現
寃
の
社
会
経
済
的
な
立
地
事 

象
の
多
く
は
多
少
と
も
集
塊
分
.布
の
パ
タ
ー
ン
を
と
っ
て
い
.る
が
、
従
来
、
.知
.
 

ら
.れ
た
集
塊
分
布
に
関
す
る
確
率
模
型
と
し
て
は
、P

o
l
y
a
-
E
g
g
e
n
b
e
r
g
e
r

の 

伝
播
分
布
、N

e
y
m
a
n
.

の
擬
伝
播
分
布
A
型
、T

h
o
m
a
s

の
二
重
ポ
ァ
ソ
ン 

分
布
、
そ
の
他
が
あ
げ
ら
れ
.る
。
こ
の
う
ち
最
初
の
も
の
は
、
そ
れ
自
体
、
確 

率
論
な
い
し
統
計
学
上
の
一
つ
の
標
準
的
分
布
で
あ
る
負
の
二
項
分
布
で
.あ
る 

と
同
時
に
、
そ
の
発
生
機
構
と
し
て
は
有
名
な
ポ
ー
リ
ャ
の
壺
の
問
題
を
背
景 

と
し
て
い
る
点
で
、
極
め
て
興
味
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

I
 

P

•
E
.
伝

播

分

布

空
間
的
な
集
塊
分
布
に
関
す
る
確
率
模
型
と
.し
て
、
負
の
二
項
分
布
が
認
め 

ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、S

t
u
d
e
n
t

や

F
i
s
h
e
r

の
古
典
的
業
績
を
別
と
す 

れ
ば
、
A

n

i

l
 (

一
九
四
八
、
四
九)

梅

掉

(

一
九
五
〇)

広

瀬

(

一
九
五

一)

鳥
居(

ー
九
五
〇)

、§
8
8
§
<
1wisher 

(

一
 

九
五
三)

Bliss 

(

一
 

九
五
八)

(

7)

等
を
迪
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
と
り
わ
け
、

我
国
の
生
態
学
者
は
、

こ
れ
を 

P
o
l
y
a
-
E

crq
g
e
n
b
e
r
g
e
r

分
布
の
名
の
も
と
に
夫
々
独
立
に
適
用
し
た
も
の
で
、
 

特
記
に
植
い
す
る
。

こ
こ
で
は
同
分
布
の
発
生
機
構
を
知
る
意
味
で
、
ポ
ー
リ
ヤ
の
壺
の
問
題
に

土
ニ 

(

四
六
六)

'つ
'
い

て

述

べ

、

こ

れ

が

一

般

的

に

.負

の

一

一

項

分

布

型

と

し

て

規

定

さ

れ

得

る

こ 

と
を
述
べ
よ
う
*■

い
.ま
、
.
6
個
の
黒
球
と

r
個
の
紅
球
が
入
っ
て
い
る
壺
.か
ら
、
ラ
ン
ダ
ム

に
一
，
球
を
と
り
だ
し
、
.,
そ
れ
と
.同
色
の

C
個
の
球
と
他
の
色
の
d
個
の
球
を
つ

け
加
，えV

、

も
と
，に
も
ど
■す
。.
.次
に
、

.こ
の

壶

^
+
cr
*
+
g +
民
個
の
球
が
入
っ

て
.い
る)

：
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
一
球
を
と
り
だ
し
、
.先
と
同
様
な
手
続
き
を
繰
返

す
試
行
を
考
え
よ
ぅ
。

(

こ
こ
に
1

Cと-！3

と
は
任
意
の
整
数
であ

. ；：S
、

負
で
あ

っ
て
も
ょ
ぃ0C

H
-
1
,

S1
4
H
0が
、

非
復
元
の
ラ
ン
ダ
ム
.な
抽
出
に
あ
た
る
こ
と

は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。)

最
初
の
，球
が
黒
で
あ
る
確
率
は

§

+

%
そ
し
て
、

も
し
最
初
が
里〖

な
ら
ば
、

二
回
目
の
抽
出
で
黒
球
の
で
る
確
率
はb

+
c
?

c
+
r
+
d

で
あ
る
"
し
た
が
っ
て
、

一
回
、
.二
回
目
と
も
に
黒
で
あ
る
確
率
は

通
常
の
条
件
付
確
率
に
関
す
る
算
法
に
よ
っ
て
、

§
+
で

、
+

^
ォ

+
4+
良

で
あ
る
。
黒
黒
黒
と
三
回
つ
づ
ぐ
確
率
は
、
こ
れ
に？

2
c
/
?
2
c
+
r
+
2
d

を

乗
じ
た
も
の
で
、，以
下
同
様
で
あ
る
。

一
般
に
ポ
ー
リ
ャ
の
壺
の
問
題(polya

ar

ur
n scheme).'

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
.は
、

こ
の
一
般
的
な
壺
の
問
題
に

(

8)

c
>
0
,

良=
0

と
い
ぅ
条
件
を
あ
た
え
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

即
ち
、

こ
の 

場
合
、

一
回
毎
の
抽
出
の
後
に
、
' 抽
出
さ
れ
た
と
同
色
の
球
が
b
個
増
し
、
も 

ぅ
一
方
の
色
の
球
の
数
は
不
変
と
す
る
。
こ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
球
を
と
り
だ 

■し
た
と
し
て
も
、
そ
の
次
の
抽
出
で
は
前
回
と
同
色
•の
球
の
で
る
確
率
は
増
大 

す
る
で
あ
ろ
ぅ
。

%
回
の
抽
出
の
結
果
，
黒

球

ni
個
と
紅
球
他
個
を
得
る
確
率 

は
、(

n
=
w
l
+
w
2
)、

3 

j b(b+cxb
 

|
_
| 

2C).

.(
6
+
^
l
c
—
c) ，r

(
r
+
c
)

...(r+?t
2c 

丨 c)

. 

(& +
 r).(

o-+
r
+
c
)
(
6

 +

 r
+
2
c
)

.(

6
+
r
+
i
l
c

)

.

と
な
る
。

こ
こ
で

黒
ま

た
は

.紅
球
の
で
る
事
象
を
、
夫
々

6
と
只
に
お
き
か
え
て
述 

ベ

ょ

ぅ

。

最

初

の

試

行

で

、
B
、
R
で

あ

る

確

率

は

夫
«々

心
^

^

丨

せ

で

ー

ボ 

せ
ば
、

れ
回
ま
.で
の
試
行
で
ゐ
個
の
6
と

^
丨
み
個
の
只
を

^
た
と
す
れ
尤
、

S
+
1回
目
の
試
行
で
、
.
6ま
た
は
只
の
で
る
条
件
附
確
率
议
、
夫
々
^
+
^
,

)

/

• 

と
な
る
。(

た
だ
し
y
は
も
と
の
壷
の
問
題
に 

於
け
るc/(6+r

)
.

を
お
き
力
え
た
も
の
で
あ
り
、

y
v
丨1

で
あ
る
、：̂

、

_

 

y
ll
v

o
と
す
る
。)

れ
回
目
ま
で
の
試
行
で
丁
度
ん
回
6
の
で
る
確
率
は
、

そ
の 

あ
ら
わ
れ
方
の
数
が
/
M
Y通
り
で
あ
る
か
ら
、

(2.2) 

.
T
C
ff

n
y
K
^ J 

唇

t
/
)
(
y
+
2
y
)
.：

(； p
+

冬—
y
) 

.

i
(1+

r
)
(1+

2
r
)
…

(

u

y
 丨 r) 

I

-̂
-

と
な
る
。

こ
れ
が
一
般
に
ポ
ー
リ
ャ
、，
エ
ゲ
ン
ベ
ル
ガ
ー

分
布
と
呼
ば
九
て
い 

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、y

=
o
,

即

ち

毎

回

の

增

分

が

な

い

と

す

，て
ば
、

p
 
f
a
Q
i
^
^
i
l
-
,

ァ

二

項

分

布

と

な

り

、

一

般

の

独

立

抽

出

の

場

合

と

一

致

す

る

。

こ

こ

で

、
.
さ
せ 

=

卜

n
y
=
p

と
お
き
、

y
-
>
0

と
す
る
と(2.2

)

の
極
限
型 

と
し
て
、
 

，

.

a
.

(2.3) 

7
t

o
c

u
,

J

-
^
-
o
+ 

P

S

+ 

2P) 

•

…

,

o
+ 

(

み 

I 

l)p) 

p 十
で)

I ル
-*

を
得
る
。
こ
れ
が
、■

ポ

I
リ
ャ

.
エ
ゲ
ン
ベ
ル
ガ

ー
の
伝
播
分
布
、：
ょ
り
一
般 

的
に
は
負
の
二
項
分
布
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
.。
前
述
の
卩
“
]3
*

.

.所
謂

立

地

型

の

識

別

に
.つ

い

て(

続)

分
布
基
本
型
は
、
丑
が
で
れ
ば
次
の
丑
が
で
る
確
率
が
増
大
し
、
次
ぎ
次
ぎ
に 

B
が
得
ら
れ
る
確
率
が
い
わ
ば
.伝
染
的
、

或
い
はs

e
l
l
e
r

の
表
現
に
し
た
が 

え
ぱ
事
後
効
果
を
も
っ
て
増
大
し
て
ゆ

く

、

い
わ
ゆ
る
伝
播
的
生
起
の
確
率
分 

布

( ゃ
=
0
,
1
,
2

:)

を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、後
者
の 

P
‘
E

•
分

布

の

極

限

型

は

、
こ
'れ

に

伝

播

要

因

の

生

起

確

率

が

非

常

に

小

さ

く

、 

广！

ン
か

つ

伝

播

程

度

も

少

い

(
y
->0

)

と
い
う
ニ
条
件
を
課
し
た
も
の
で 

あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
現
実
の
伝
播
現
象
べ
の
適
合
を
は
か
る
上
で
、
ょ
り
相 

応
し
い
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
鳥
居
は
こ
の
両
分
布
を
私
別
し
て
、
前
者 

(
2
.
2
)

を

「

広
義
の
P
.
E
•
型
分
0̂」

、
後

者

(
2
.
3
)

を

「

P
.
E•型
伝
播
分 

布」

と
呼
ぶ
こ
と
を
提
案
し
て
i

y
。
 

.

こ
の

伝
播
分
布
で
基
本
と
な
る
の
が
事
後
効
果
を
示
す
y
な
い
し
そ
れ
に
も 

と
づ
く 

P
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

P
は
伝
播
母
数
と
も

乎
f
れ
 

る
。P

I
0

と
す
る
と
、(

2
.
3
)

は
ポ
ア
ソ
ン
分
布
に
近
づ
く
。
即
ち
良
や
:-
0) 

と

な

る

。

こ

の

こ

と

か

ら
%■
容

易

に

考

え

ら

れ

る

こ

と

で

あ

る

、；̂

、 

結
局
、

P
.
E
•
型
伝
播
分
布
は
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
の「

き
び
し
，い
独
立
の
条
件
を 

ゆ
る
め
て
一
般
化
.し
、
現
実
性
を

附
与
J
fc
l)」

も

の
と

い
え
る

で
あ

ろ

う

。

(

こ
の 

一
^

^
な
.い
し
現
実
化
を
更
に
進
め
た
も
の
と
し
て
、
北
川
の
弱
伝
播
分
布 

が
あ
げ
ら
れ
る
。V 

:

又
、=

p

な
ら
ば
、(2‘3

)

は

p
/
l
+
s
き
S

+

I

A、
即
ち
幾
何
分
布 

と
な
る
。

最
後
に
、

を
変
形
し
、

二

三

(

四
六
七)



p

E

と
書
け
る
が
、
こ

れ

は

P
+
P
T
P
}
-

き

:を
展
開
し
た
と
.き
の
項
で
あ
る

。
.
.

 

こ
の
意
味
で
、
P
.
E
A刀
布
が
伝
染
病
の
死
亡
率
に
関
す
各
.，

.
Y
u
l
e

の
模
型
で 

有
名
な
.パ
ス
ヵ
ル
分
布
ど
な
ら
ん
.で
、

い

わ

ゆ

る

負

の

一

一
項
分
布
に
.属

す

る

こ 

と
は
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
ぅ
。

以
上
、
集
塊
分
布
の
確
率
模
型
と
し
て
代
表
的
な
?
.瓦
.伝
播
分
布
に
つ
い 

て
^
.へ
た
ヵ
.
.前
述
の
発
生
機
構
.か
^-
.も
あ
き
.ら
か
な
ょ
ぅ
に
、
立
地
型
の
形 

成
過
程
、
即
ち
、
立
地
過
程
に
関
す
る
一
般
的
理
論
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
は
、

. 

あ
た
.え
ら
れ
た
立
地
平
面
に
於
け
る
先
行
立
地
単
位
^
に
対
し
て
、
後
続
立
地 

単
位
y
が
正
の
第
：一
次
反
形
を
も
ち
、
し
た
が
っ
.て
、
接
.近
：

(
A
d
i
l
e
)

行
動 

を
お
こ
す
場
合
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
解
釈
し
て
ょ
か
み
I
。
人
口
、
工
場
そ 

の
他
集
衝
の
利
益
の
は
た
ら
く
場
合
に
み
ら
れ
る
空
間
的
集
中
分
布
が
、
こ
の 

対
象
と
な
る
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
ス
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
負
の
■一
一
項
分 

布
の
適
用
は
専
ら
医
学
、
生
物
学
、
.植
物
生
態
学
等
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
お
-
 

り
、
 

社
会
経
済
的
現
象
へ
の
適
用
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
ょ
か
ろ
ぅ
。
最 

近
、

p

wB
o
y
c
e

が
^
論
的
.な
か
た
ち
で
鉄
道
輸
送
網
の
記
述
に
適
用
し
て
.
 

い
る
が
、
.そ
の
適
合
度
は
非
有
意
.で
あ
っ
た)

。

さ
て
、
？

孕
分
布
の
特
性
函
数
は
、
そ
れ
が
.離
散
型
で
あ
り
、
か=0

,
1
,
2

 
…

…

で

.
M

(

か
:-P

)

だ
け
飛
躍
す
る
こ
■と
か

ら

.、

I

+  \m 
\—

(

§

\

!-
»

+

=(

1
丨
^
&
丨
1))

-(

|

で
あ
り
、
母
数
、
即
ち
期
待
さ
れ
る
K
の

母

平

均

、

母

分

散

は

夫

，々

§

{

p

で
あ
る
。
積
率
法
に
ょ
り
推
定
最
は
標
本
平
均
气
不
偏
分
散
が
に
ょ
り
、

P

=
HI 

1
§
|

1

( 2. 6)

と
な
り
、
こ

れ

ら

を(2. S
)

に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

P
.
E•
伝
播
分 

布

の

理

論

度

数

を

次

の

如

く

：計

算

す

る

こ

AJ

が
'で
^

^

。

.

7(

1

0)

4

=
|(》

+
|—
») 
一

1^
甲
 n

 
ち
F

さ=Q
l
,
2
:
.
,
r
,
…
)

た
.だ
し
、2

5
H
1
—
S
V

HI, 

$
=
1
I
2
3

 =

 S
V

HI,

.ミ
=
«r
/
3?
で 

S
M
VHI
..
 

n

複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布

集
塊
分
布
の
理
論
型
と
し
て
の
?
*
&
^
伝
播
分
布
が
ポ
ア
ソ
ン
分
布
の
独
立 

の
条
件
を
.ゆ
る
め
て
'一
般
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
即
ち
、
 

ポ
ア
ソ
ン
分
布
に
於
け
る
各
^
象
め
生
起
は
相
互
に
完
全
な
独
立
で
あ
る
こ
と 

に
そ
の
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、

P
.
E •
発

生

機

構

は 

い
わ
ゆ
る
伝
播
事
象
、
即
ち
各
事
象
の
生
起
が
他
の
辦
象
の
生
起
の
確
率
を
増 

加
な
い
し
減
少
.さ
せ
た
り
す
る
場
合
を
説
明
し
て
い
る
。
じ
か
し
乍
ら
、
P
'
.
 

E 

‘伝
播
分
布
は
、
.形
式
的
に
は
い
わ
ゆ
る
負
の
二
項
分
布
と
し
て
規
定
さ
れ 

る
も
の
で
あ
り
、
前

述

の(
2
.
3
)

そ
の
も
め
は
、
相
互
に
独
立
で
あ
る
が
、
そ 

の
事
象
が
均
質
で
は
な
く
非
均
質
で
あ
‘
場
合
に
も
ょ
く
適
合
す
る
。
通
常
い
‘
 

わ

れ

る「
ポ
ー
リ
ャ• 

H

ゲ
ン
べ
ル
ガ
ー

分
布
が
観
測
結
果
に
ぅ
ま
く
適
合
す 

る
か
ら
と
い
っ
て
、
分
布
の
背
後
の
機
^

の
中
に
伝
播
現
象
が
存
在
す
る
と
考

(表一)

地域

h\ l\2...■ hn.* • •
• • i
In li2 hn
• • I• • •I I .

Imi hnz

地域
平均 X\ X2... . xn

.

れ

.
5
…

成…
…

|

 

て
お
い
た
が
、
そ
の
発
生
機
構
と
し
て
は 

I
.

■;
■

•

••
•

•

/

.工
場
災
害
の
発
生
率
に
関
す
る

-Green- 

--
)

.

I 

• 

w
o
o
d

 

Y
u
l
e

nl
の
模
型
を
蕋
礎
に
し
て
い 

表

2

』
…

ら
：
•

…
J

,..

あ

る

。

い
ま
' 
あ
る
対
象
域
を
い
く
つ
か
の 

—

1

.
ム…

ら

‘
无

単
位
域
に
区
劃
し
、
こ
れ
ら
単
位
域
を
饥 

域

. 

域
均
個
ず
つ
ま
と
め
た
地
域
を

?1
個
つ
く
る
と 

I―

厂

,

■
し

す
る
。

各
単
位
墚
当
り
立
地
数
を

、

r
《

=
1
/
2
:
:
:
.

さ
；

)

=
1
,
2
'
.
:
:
1

で
ぁ
ら
わ
せ
ば
、(

表 

ー)
3

は
各
地
域
内 

で
は
.
>公
=
1
,
2
,
':
:
.
6を
母
平
均
と
す
る
ポ
ァ
ソ
ン
分
布
に
し
た
が
ぅ
も
の 

と
す
る
。
.
し
が
し
乍
ら
、
地
域
を
^
し
て
卜
*3
全
体
の
分
布
は
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布 

で
は
.な
く
、
各
地
域
内
の
母
乎
均
内
が
ガ
ン
マ
分
布
、

(
J

L
Y

 

ム 

.

F

f
 f 

e

丨 T

 
d
T=
一
 p

く
。
*

)

た
.だ

し

^>
0

 

P
V
0

 

に
し
た
■が
っ
て
い
た
と
す
る
。
各
地
域
内
の
分
布
は
、
立
地
数
を
た
と
す
る
ポ 

ア
ソ
ン
型

<s
>—

^

y
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
し
全
体
の
分
布
は
、

(
3
.
1
)

p

sJL
f

—

w

g

ち

事I |-»

I
たIt

ニ

五(

四
六
九)

え
る
の

は

必

ず

し
%'
妥

当

でな
い」

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
示
し 

て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
立
地
型
の
.識
別
に
役
立
つ
適 

切

な

理

論

型

を

求

め

る

、

な

い

し

、
.適

切

な

発

生

機

構

を

知
ろ
う
と
す
る
立
場 

を
と
り
、
必
ず
し
も
伝
播
現
象
そ
の
も
の
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
し
て
い
る
わ
け
で
文 

な

い

か

ら

、

こ
の
•言

明

は

負

の

二

項

分

布

を

と
る
が
、
P

.

E•
型

の

発

生

機

構 

と
は
こ
と
な

0
た
発
生
機
構
が
あ
.る
と
い
.う
か
た
ち
に
.理
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ 

■

う
*.
0
. 

'

こ
こ
で
.は
ポ
ア
ソX

分
布
を
一
般
化
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ 

る
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布c

o
m
p
o
u
n
d

 Poisson 

d
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n

に
つ
い
て
、
そ 

の
う
ち
で
■も
特
に
著
名
な
分
布
、
ガ
ン
マ
型
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布
と
ポ
ア
ソ
ン 

SL
複
合
ホ
ア
ソ
ン
分
布
に
つ
い
て
述
べ
よ
1
。
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布
と
は
、
ラ 

フ
な
言
い
か
た
を
す
れ
^
一
 

い
ま
対
象
を
い
く
つ
か
.の
基
本
的
単
位
に
わ
け
た 

場
合
、
そ
の
単
位
内
で
は
ポ
ア
ソ
ン
分
布
を
す
る
が
、
こ
れ
ら
単
位
を
す
べ
て 

あ
つ
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
他
の
分
布
を
す
る
よ
う
な
ヶ
ー
ス
に
あ
て
は
ま 

る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
ら
両
分
布
は
、
と
も
に
こ
の
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分 

布

に

厲

す

る

力

r
者
は
理
論
型
と
し
て
は(

2
.
3
)

.と
全
く
同
じ
形
、

即
ら 

負
の
二
項
分
布
を
と
る
が
、
発
生
機
構
が
0̂
£.型
と
全
く
こ
と
な
っ
た
も 

の

又

、
後
者
は
、
い
わ
ゆ
るN
e
y
m
a
n

の
擬
伝
播
分
布
と
し
て
知
ら
れ
て
い 

る
も
の
で
あ
る
が
、
複
合
ポ
ア
ゾ
ン
分
布
の
定
型
的
例
、
い
わ
ゆ
る
見
か
け
の 

伝

播
分

布(
a
p
l
e
n
t

 contagious distribution)

を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
 

夫
々
興
味
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 

，

V

尸
型
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布

こ
の
'
^
布
が
签
本
的
に(

2
.

 

3
)

と
同
じ
形
を
と
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し 

.所
謂
立
.地
.型
の
識
別
に
っ
ぃ
て
籍)



-i

■*5^

と
も
あ
ら
わ
せ
る
。
こ
の
最
後
の
形
は
前
述
の(

3
.
:
1
)

と
同
じ
で
あ
り
、
.
 

こ
の
意
味
で
、
尸
型
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布
は
形
式
的
に
は
卩
.
.
.
E •
伝
播
分
布 

と
全
く
同
じ
、
負
の
ニ
項
分
布
に
属
す
る
と
い
え
る
。
，要
す
る
に
、
こ
の
分
布 

は

、

平

均

ル

を

有

す

る

.い

く

つ

か

の

ポ
ア
ソ
ン
型
を
蕋
調
と
し
て
、
夫
々
の
ル 

.に
ガ
ン
マ
分
布
に
ょ
る
加
重
を
つ
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ガ
ン
マ
分
布 

の
形
状
的
特
徴
か
ら
い
っ
て
、
そ
の
立
地
型
と
し
て
の
主
な
特
徴
は
、

1

い
く
つ
か
..の
要
素
集
団
が
、
相
互
.に
重
複
す
る
と
と
.な
く
並
列
す
る
。

各
集
団
内
で
立
地
点
は
ラ
ン
ダ
ム
パ
タ
ー
ン
を
な
す
。

ニ
各
要
素
集
団
の
密
度
は
相
互
に
相
違
し
、
高
密
度
の
比
較
的
大
き
い
要 

素
集
団
の
間
に
低
密
度
の
比
較
的
小
さ
い
要
素
集
団
が
混
在
す
る
。

:
三
各
集
団
間
の
密
度
の
変
化
は
連
続
的
で
は
な
く
、
む
し
ろ
：「

階
没
的」

と
な
る
。
 

.

■' 

他
方
、
前

述

の(
2
.
3
)

を
ガ
シ
マ
函
数
で
あ
ら
わ
す
と
、
 

(
3
.
2
)
^
u
+
f
>
)
o
+
2
p
)
…

…

0 
+ (

か
丨l)p) (

1
+
p
)

 

p 

*
/Cl 

.
 

-

'

A

H

.

:

£
1

才)
v

t

rJB

で
あ
る
が
、
又
、
'こ
れ
は
、

一，

1

六

(

四
七
〇)

で
あ
り
、
こ
の
点
で
P
.
E
,伝
播
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
ス
ム
I
ズ
な
、
い 

わ
ゆ
る
傾
斜
構
造
と
対
比
的
で
あ
る
。.

等
で
あ
る
。

'

.ロ

ポ
ア
ソ
ン
型
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布

ネ
イ
マ
シ
の
擬
伝
播
分
布
は
、
ポ
ア
ソ
ン
分
布
の
一
般
化
、
又
、
広
義
の
伝 

播
性
を
対
象
と
し
て
い
る
意
味
で
卩
’竽
伝
播
分
布
と
似
て
い
る
が
、
数
学

 ̂

な
形
式
で
は
相
違
.し
て」

お
り
、
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布
の
定
型
的
な
例
と
し
て
扱 

わ
れ
る
。
周
^
の
よ
う
に
ネ
イ
マ
ン
が
問
題
と
し
た
の
は
、
あ
る
範
囲
に
散
在 

す
る
卵
塊
か
ら
:^
此
し
た
幼
虫
が
四
散
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
幼
虫
が
単
位
域
に 

&
姻
み
い
だ
さ
れ
る
確
率
を
求
め
る
こ
と
で
あ
0,
71
1
1

)

。
こ
の
た
め
に
ネ
イ
マ
ン 

の
設
定
し
た
前
提
は
、

.

一
卵
塊
は
対
象
域
に
ラ
ン
ダ
ム
に
散
在
す
る
。

ニ
.
.
一
 
卵
塊
か
ら
辭
化
し
た
幼
虫
の
う
ち
、
生
き
残
る
も
の
の
確
率
は
各
卵 

塊
を
通
じ
て
同
一
で
あ
る
。

三
孵
化
位
置
か
ら
あ
る
一
定
期
間
に
移
動
す
る
範
囲
は
、
同
一
齢
を
も
つ 

.

も
の
に
つ
い
て
は
す
ベ
て
同
一
で
あ
る
。

で
あ
り
、
各
幼
虫
は
相
互
に
独
立
に
自
ら
が
孵
化
し
た
卵
塊
か
ら
四
散
し
て
ゆ 

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
更
に
、

四
一
つ
の
卵
塊
か
ら
で
て
観
測
時
ま
で
生
き
残
っ
た
個
体
数
を
考
え
、
こ 

の
一
卵
塊
当
り
残
存
個
体
数

§
,1,

2
…

…
)

が
ポ
ア
ソ
ン
分
布
に
し
た 

が
う
。

と
す
る
。
以
上
の
前
提
の
も
と
に
ネ
イ
マ
ン
は
、

A
、

B

、

C型
三

種

：の

云

播 

分
布
を
導
い
て
い
る
。
こ
の
う
ち
立
地
型
の
識
別
の
た
め
に
興
味
あ
り
、
か
つ

最
も
研
究
さ
れ
て
.い
る
の
は
、.
A型

と

り

わ

け

二

っ

の

母

数

を

も

っ
 

そ

れ

で

あ

ろ

ぅ

。

鳥

居

は

、
.
こ

の

入

型

が

複

合

ポ

ア

ソ

ン

分

布

で

あ

る

こ

と

に 

著
目
し
て
こ
れ
を
明
示
的
に
、

と
あ
ら
わ
し
、
前
述
の
ガ
ン
マ
型
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布
と
対
比
す
る
意
味
で
、
 

ポ
ア
ソ
ン
型
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布
と

名
づ
け
て

い(

が
。

い
ぅ
ま
で
も
な
く
、
こ 

れ

は

母

数

f
f
Q
, 1

,
2
.
:
:
)

を
も
っ
た
個
の
ポ
ア
ソ
ン
分
布
を
基
調
と
し 

て
、
母

数

|
を
も
っ
ポ
プ
ソ
ン
分
布
の
各
項
を
加
重
と
し
て
つ
け
加
え
た
も
の 

に

他

な

ら

な

い

。

,立

地

型

の

特

徴

は

尸

型

複

合

ポ

ア

ソ

シ

分

布

の

場

合

と

同
 

様
、
加
重
す
る
分
布
の
一
般
的
形
状
に
依
存
す
る
が
、
.
.特
に
こ
の
場
合
、
ボ
.ア 

ソ
ン
分
布
の
形
状
が
母
数
の
大
小
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
J
型
か
ら
左
右
対
称 

型
に
変
る
た
め
、

ml
の
と
る
値
に
よ
っ
て
可
な
り
の
変
差
が
あ
る
。
そ
の
主
要 

な
特
徴
は
、

\

 

.

一
い
く
っ
か
の
要
素
集
団
が
相
互
に
重
複
す
る
こ
と
な
く
並
列
す
る
。
各 

集
団
内
で
立
地
点
は
ラ
ン
ダ
ム
パ
タ
ー
ン
を
な
す
。

ニ
各
耍
素
集
団
の
密
度
は
相
互
に
相
遠
し
、
こ
の
た
め
標
本
調
査
に
よ
る 

場
合
、
み
か
け
上
は
<
=
^
£
.伝
播
分
布
と
同
様
ス
ム
|
ズ
な
傾
斜
構
造
と 

考
え
ら
れ
る
が
、
勿
論
、
.前
述
の
尸
型
と

同

じ

く

、
そ
の
変
動
は
本
来 

「

階
段
的」

.で
あ
る
。

三

要

素

集

団

の

大

き

さ

は

ml
に
依
存
す
る

。

即
ち
、
一
般
に
ml
が
小
さ
ハ
と 

き

は

、
，
低

密

度

の

部

分

が

大

き

く

な

り

，，

小

さ

な

集

団

が

散

在

す

る

パ
 

タ
I
ン

を

と

り

、
ml
が

大
^
;い
.
と

き

は

中

位

密

度

を

も

っ

要

素

集

団

を

最 

所
謂
立
地
型
の
識
別
に
つ
い
て(

続)

大
に
し
、
他
は
相
称
的
に
小
さ
く
な
る
パ
タ
ー
ン
を
と
る
*

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

、

m

そ
の
他
の
ポ
ア
ソ
ン

分
布

••
m
l節
で
は
、

ニ
つ
の
複
合
ポ
ア
ソ
ン
分
布
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
型
と
こ
れ 

ら
の
発
生
機
構
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
る
立
地
型
の
特
徴
に
つ
：い
て
概
述
し
た 

が
、
更
に
集
塊
分
布
に
あ
て
は
め
る
.こ
と
が
で
き
る
理
論
型
と
し
て
、
い
わ
ゆ 

る
重
畳
ポ
ヮ
ソ
ン
分
布
と
一
一
重
ポ
ア
ソ
ン
分
布
に
'つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が

^
要 

で
あ
ろ
う
。
前
者
の
空
間
的
分
布
。ハ
タ
ー
ン
へ
の
適
用
は
、
主
と
し
.て

L. C. 

Cole 

(
一

九
四
六)

に
よ
っ)

T1
、
後

者

は

T
h
o
m
a
s

 

(

一
 
九
四
九)

に
よ
っ 

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

。

：

S

重
畳
ポ
ア
ソ
ン
分
布

一
般
に
確
率
論
に
於
て
、
独
立
な
確
率
変
数
'の
和

の

•分

布

函

数

を

求

め

る

こ 

と
が
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
い
ま
ニ
つ
の
独
立
確
率
襲

X
、
Y
を
考
え
、
こ 

れ
に
対
応
す
る
分
布
函
数
を
夫
々

；
F

g,
q(

h)

と
し
^'
場
合
、z

=
x
+

叫
と 

お

き

Z
の
分
布
函
数
.

H
.
(
Z
)

.を
求

め

る

と

い

う

の

、が

こ

れ

で

あ

る

。

..こ
の 

' 

f
f
i

(

z)

を
求
め
る
積
分
過
程
を
普
通
分
布
函
数G

.
®

, 

F

S
の
重
鼙
と
い
い
、
 

;
E
=
G
*
F
'

と
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
が
、
重
畳
ボ
ヮ
ソ
ン
分
布
と
は
、
こ

れ

ら

.
 

X
、
Y
が
夫
々
ポ
ヮ
.ゾ
ン
分
布
で
あ
る
独
立
確
率
変
数
で
あ
る
場
合
2
=
^
+
叫 

に
つ
い
て
成
立
す
る
分
布
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
立
地
型
に
つ
い
て
考 

察
す
る
場
合
、
こ
れ
は
、
対
象
域
に
個
々
の
.立
地
単
位
が
相
互
に
独
立
に
ラ

ン 

ダ
ム
に
分
布
す
る
ポ
ア
ソ
ン
型
の
集
団
が
、
幾
つ
か
独
立
に
た
た
み
こ
ま
れ
て 

平
面
的
に
重
な
づ
て
形
成
さ
れ
た
パ
タ
ー
シ
を
考
え
れ
ば
よ
W
。
生
態
学
的
に

ニ

七

(

四
七一

)



は
、
い
わ
ゆ
るn

o
m
a
d
i
c individuals

の
集
塊
分
布
が
こ
-ュ
に
ぁ
た
る
。
、
 

.ま
前
述
の

>
<、
：¥
に
則
.し
て
、
最
も
単
純
な
場
合
、
即
ち
、

X
、

Y
を
夫
々
ボ 

ヮ
ソ
ン
分
布

广̂
ん
シ

s:
,
 A2)

を
も
つ
も
の
と
し
て
重
畳
ポ
.«7
.ソ
ン
分
布
を

考
え
て
み
る
と
、
く 

：

p
(
2
.
=
a
o
=
m
_

 

.
V
F&P

O
V

 A2)
I

T

,

fll 

ミ卜

!

(
一

l

J

!M

B

r
Nr

ふ

ふa
l
i
o
*

母

数

^
土

2

を
も
‘つ
ポ

ヮ

ソ

シ

分

布

と/な
.る
。(
上
式

で

M

.は
£

s

 

な
る
.广3.

に
つ
い
て

和
を
と
っ
た
も
の
で
あ
：る
。)

い
ぅ
ま
でJ

2
T

< -、

.こ
れ
太 

重
畳
ポ

ヮ
ソ
ン
分
布
の
最
も
単
純
な
場
合
で
あ
っ
て
、
ょ
り
一
役
的
に
太
、
立 

地
単
位
が
単
独
で
は
な
く
'
ニ
個
以
上
い
く
つ
か
か
た
ま
り
合
っ
て
群
体
を
な 

し
、
こ
れ
が
.ラ
ン
ダ
ろ
に
分
布
す
る
広
義
の
ポ
ヮ
ソ
ン
型
の
集
0-
が
.い
く
つ
か 

独
立
に
た
た
み

こ

ま
れ
た
パ

.
タ

ー

ン

を
考
え
る
こ
.と
.が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
.、

こ
の
場
ム
ロ
、

そ
の
へ
！
^

的

パ

タ

ー

ン

の

立

地

組

成

が

か

な

り

複

雑

と

な

る

こ

と 

は
し
ぅ
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
広
義
の
ポ
ヮ
ソ
ン
集
団
の
た
た
み
こ
み
を
含
む 

重
畳
ポ
ヮ
ソ
ン
分
布
の
立
地
型
へ
の
適
用
は
、生
態
学
の
分
野
で
は
、
か
な
り
s. 

密
化
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
.現
段
階
に
於
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
要
な 

の
は
、
こ
の
ょ
ぅ
な
分
布
が
社
会
経
済
的
な
立
地
事
象
と
.の
関
連
に
於
1

、
.、ど

の
ょ
ぅ
な
意
味
を
も
つ
か
、
を
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
で
'あ
ろ
ぅ
。

.
㈣
:■
'
ニ

童

ポ

ア

ソ

ン

分

布

ニ
重
ポ
-ヮ
ソ
ン
分
布
0 ,
0
&
1
6 Poisson 

distribution

は
、
い
わ
ゆ
る
多
蜇 

ポ
ヮ
ソ
ン
分
布(multiple Poisson distribution)

の
特
殊
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
 

い
ま
確
率
か
仍
、：

於
的

を

も

，
っ

一

一

っ

の

ベ

ル

'ヌ
I
ィ

の

試

行

の

系

列

の

組

合
 

せ

を

考

え

る

と

、

，
一

回

の

試

行

の

結

果

四

個

の

可

能

な

場

合

P

P

P

0

) 

(0,1) ，

o
o
rが
あ
る
箸
で
あ
る
。
ニ
つ
の
系
列
は
独
立
で
あ
る

1か
ら
、
 

こ
れ
ら
四
つ
の
結
果
に
.対
応
す
る
確
率
は
夫
々
夢

I

 

f

 

Iで 

ぁ
る
。
-こ
の
場
合
，

n
.回
.の
試
行
の
結
果
、

p1
)

が

ん…
…
(

P 

0

)

が

P 

.回
現
わ
れ
る
確
率
は
、(

^

+
$
+
r
+
r
=
&
r

を

f
 

t

 

f

 

*

と
な
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
は
壷
に
黒
、
紅
球
が
p
、

g
の
割
合
で
入
っ
て
い 

て
、
銅
貨
を
投
げ
て
表
が
.で
れ
ば
壺
か
らj

個
球
を
と

り

.だ
す
場
合
で
あ
る 

が
、

ニ
重
ポ
ヮ
ソ
ン
分
布
は
、.
こ
れ
と
全
く
同
様
に
二

つ

の

ボ

ヮ

ソ
ン
分

布

を

 

結
合
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。T

h
o
m
a
s

は
、
本
来
こ
の
発
生
機
構
を
植
物 

の
證
分
布
に
つ
い
て
提
相
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
前
述
し
た
.ネ
ィ

マ 

ン
の
幼
虫
の
例
に
な
お
せ
ば
、
次
の
ょ
ぅ
に
言
£
る
。
即
ち
、
卵
塊
が
単
位
域 

当
り
平
均
値

11
1
の
ポ
ヮ
ソ
..ン
.分
布
に
.し
た
が
っ
て
、
ラ
ン
ダ
ム
に
生
れ
る
。
各 

卵
塊
か
ら
か
え
る
幼
虫
数
は
、
母
数

2
の
ボ
ヮ
ソ
ン
分
布
を
と
る
と
す
る
。
単 

位
域
に
女
個
見
出
さ
れ
る
確
率
は
、

丨

V

匕(

I

^

n

M
o1

I

f
o
J
J

§

と
な
る
。
. 

•

以
上
、
集

^
分
布
に
あ
て
は
め
ら
れ
る
確
率
模
型
に
つ
い
て
、
列
記
し
て
き 

た
。
紙
数
の
都
合
に
よ
っ
て
、
こ
.こ
で
.は
現
実
に
観
察
さ
れ
た
対
象
に
、
個
 々

の
分
布
を
あ
て
は
め
る
統
計
的
過
程
に
つ
い
て
は
^
ん
ど
，触
れ
.る
こ
と
を
し
な 

か
っ
た
が
、
前
稿
に
於
て
概
述
し
た
ラ
ン
ダ
ム
分
布
、
定
形
分
布
に
関
す
る
模 

型
と
と
も
に
、
こ
れ
で
立
地
型
の
識
別
を
考
察
す
る
上
で
.驻
本
的
準
備
と
も
い 

え
る
空
間
的
分
布
パ
タ

I
ン
の
理
論
型
を
一
応
力
ヴ
ァ
ー
し
た
と
と
に
な
る
。
 

い
ぅ
ま
で
も
な
く
、
立
地
型
の
識
別
に
当
っ
て
は
、
こ
れ
ら
理
證
の
列
記
の 

み
で
な
く
、
標
本
採
集
法
の
吟
味
、
標
本
に
も
と
づ
く
母
数
推
定
、
検
定
等
が 

r
せ
ら
れ
ね
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
.つ
.い
て
は
、
又
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
報 

告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
従
来
、
立
地
型
の
識
別
は
、
地
理
学
と
い
ぅ
よ
り 

は
、
む
し
ろ
生
態
学
の
分
野
でintensive

に
研
究
さ
れ
て
き
た
た
ん
、
こ
こ 

で
も
依
拠
し
た
文
献
は
、
殆
ん
ど
が
こ
.の
分
野
、
と
り
わ
，け
個
体
群
生
態
学
と 

い
わ
れ
る
特
殊
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
報
告 

が
地
理
学
と
如
何
な
る
関
係
が
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
方
々
も
い
ら
れ
る
か
も 

知
れ
な
い
が
、
筆
者
は
、

こ
の
立
地
型
な
い
し
空
間
的
分
布
パ
タ
ー
ン
の
研

究 

が
本
来
地
理
学
固
有
の
一
主
題
で
$>
;る
と
確
信
し
で
お
り
、
こ
の
意
味
で
、
'b 

れ
わ
れ
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
を
よ
り
一

般
的
な
体
系
へ
と
構
犮
す
る
こ
と
の
必 

要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
本
稿
は
、
前
稿
と
と
も
に
本
来
こ
の
分
野 

に
於
け
.る
既
存
.の
研
究
の
リ
ヴ

.ュ
ー
を
試
み
た
も
の
.で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
内 

容
も
鉴
礎
的
な
段
階
に
止
ま
ら
て
い
る
が
、
従
来
や
や
も
す
れ
ば
等

閑

視
さ
れ 

た
こ
の
分
野
の
研
究
に
地
理
学
専
攻
者
、の

目

.
を

向

け

さ

せ

る

一

助

と

も

な

て
':H

所
謂
立
地
型
の
識
別
に
つ
い
て(

続)

，
’

幸
い
で
あ
る
。
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